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には，鳥居らは Bartholomew & Horowitz（1991）が開発
し，加藤（1998）が邦訳した愛着スタイル尺度（Rela-


































































一致した 192名（男性 44名，女性 146名，その他 2名）
を分析対象とした。平均年齢は 19.84歳（SD＝1.19，範
囲：18～26歳）であった。タイプ別の分布は「安定型」
が 55名（男性 15名，女性 39名，その他 1名），「拒絶
型」が 18名（男性 8名，女性 10名），「とらわれ型」が
62名（男性 14名，女性 48名），「恐れ型」が 57名（男
性 7名，女性 49名，その他 1名）であった。また，自
































































安定型 拒絶型 とらわれ型 恐れ型
F（p＜.05） 多重比較（p＜.10）
M SD M SD M SD M SD
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